
産学連携の下で、学習と実践を組み合わせて行う効果的な教育手法を開発・確立し、

標準モデルとしてパッケージ化（ガイドライン策定）
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《学習と実践を組み合わせて行う教育システムの構築》

【趣旨・目的】

専修学校では、企業等と連携した実習・演習等が個々に実施されているが、その方法論は、必ずしも体系的に確立・共有されて
いるものではない。そこで、専修学校において、これからの時代に求められるアクティブ・ラーニングの在り方を見据え、学習と
実践を組み合わせて行う効果的な教育手法を開発し、学校・産業界双方のガイドラインとして作成・共有化することにより、質保
証・向上を図りつつ、実効的・組織的な産学協同による教育体制を構築し、その推進・拡大を目指すものである。
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成果の発信・普及 取組の普及・拡大地域中核専門人材の育成／学生・生徒と企業のミスマッチ解消

要素抽出・類型化
（H28）

学生受入手順学生評価指標

保険の扱い知的財産権の扱い

実証・体系化（H29-)

既存の
カリキュラム外

既存の
カリキュラム内

【「『日本再興戦略』改訂2015」（平成27年6月30日 閣議決定）】
⑧専修学校と産業界が連携した教育体制の構築
・実践的な職業教育機関である専修学校について、産業界のニーズを踏まえた専門人材の育成機能を強化する。このため、専修学校と企
業等が連携しつつ学習と実践を組み合わせて行う教育システム（産学協同教育プログラム）構築に向けたガイドラインの作成等を行う。

平成２８年度予算額：１４８百万円（新規）


